
� ɽ͡Ίʹ
　�0��年にൃץさΕ 「ͨ水道ࢪઃ๏ࢦ・
ղઆ」にͭいて、ಛに水道配水用ポリエチレン管
のઃྫࣄܭに関すΔه載内༰͕�00�年൛ͱൺֱし
て大͖くมΘっています。
� ɽઃྫࣄܭͷࡌه༰
ᶃ管ͱしてのҐஔ͚にͭいて
　�00�年にൃץさΕͨࢦでは、水道配水用ポリ
エチレン管のઃྫࣄܭは࣭ߗポリ塩化ビニル管ͱ
同༷に「参ߟ」ͱして掲載さΕていまし͕ͨ、
�0��年൛の「ᶙઃྫࣄܭ編」では「参ߟ」のจݴ
͕֎Ε、管のҐஔ͚でダクタイルர鉄管
鋼管ͱ同ྻにه載さΕましͨ。
ᶄ�「水道配水用ポリエチレン管のઃܭの手Ҿ
͖」に関すΔه載にͭいて
　ଞ管छͱ同༷、ઃྫࣄܭͱしては管෦のΈの
աఔ͕掲載さΕています͕、水道配水用ポリࢉܭ
エチレン管のઃྫࣄܭのޙ࠷にはҎ下のจ͕ݴ掲
載さΕています。

　ͳ͓、水道配水用ポリエチレン管͕࠾用さΕ
Δൺֱత小ܘޱの管࿏には、ҟܗ管（ۂ管、5
。ห͕ଟくؚまΕΔ、෦ذ管）、給水ࣈ
こΕら管෦Ҏ֎のઃܭ手๏にͭいては、
「水道配水用ポリエチレン管のઃܭの手Ҿ
͖」（水道配水用ポリエチレン管のੑධՁ
。委員会）Λ参照のこͱ౼ݕ

　都市Ψスのでは、日本Ψス協会のߴѹΨス
ಋ管ઃࢦܭに͓いて管෦のੑධՁ
のΈͳらͣ、൫ͱ管ͱのڥքにൃੜすΔすΓ
にରしてԠྗͻͣΈ͕集中すΔۂ管5ࣈ管Λ
ؚΊͨ管࿏全ମͱしてのੑΛධՁしていま
す。

　こΕらのํ͑ߟΛ水道配水用ポリエチレン管に
ద用すΔこͱΛతに、学ࣝऀ水道ࣄ業ମの
ํʑに委員ͱして参ըいͨだ͖、ٞΛॏͶൃץ
しましͨ「水道配水用ポリエチレン管のઃܭ
の手Ҿ͖」に͓いては、ポリエチレン管࿏にؚま
ΕΔҟܗ管（ۂ管、5ࣈ管）、給水ذ෦、
หのઃܭ手๏ΛవΊています。ઃܭに
関してΑΓ౿ΈࠐΜだ内༰ͱͳっていますので、
ઃܭのࡍの参ߟにͳΔのͱ͑ߟています。
� ɽछɾܧख͝ͱͷద߹ੑʹ͍ͭͯ
「ᶘ参ࢿߟྉ編」には、管छ・継手ごͱの
ద߹ੑ͕ه載さΕています。内༰はฏ1�年 � 月
にްੜ࿑ಇলからൃߦさΕͨ「ฏ1�年管࿏の
化に関すΔݕ౼会ใࠂ書」にه載さΕͨ管छ
ごͱのద߹ੑに関すΔݟղΛవΊͨので͋
Γ、水道配水用ポリエチレン管は時ेීٴし
ていͳかっͨこͱから「ੑ͕ূݕさΕΔに
はະだ時ؒΛཁすΔ」こͱ͕ڧௐさΕています。
　ୠし、ࢦ͕ൃץさΕͨ�0��年までには熊本
ւ道ৼ東෦ͳͲの大نݧܦ
し、ಈにΑΔඃ͕ͳかっͨこͱ͕֬ೝさΕ
ていΔこͱから、࠷ޙࠓ新のࢦ͕ݟにөさ
ΕΔこͱΛظしています。
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１．はじめに

2022 年度に発刊された「水道施設耐震工法指

針・解説」について、特に水道配水用ポリエチレ

ン管の設計事例に関する記載内容が 2009 年版と

比較して大きく変わっております。 

２．設計事例の記載内容

①耐震管としての位置付けについて 

2009 年に発刊された指針では、水道配水用ポリ

エチレン管の設計事例は硬質ポリ塩化ビニル管と

同様に「参考」として掲載されていましたが、2022

年版の「Ⅲ設計事例編」では「参考」の文言が外

れ、耐震管の位置付けでダクタイル鋳鉄管や鋼管

と同列に記載されました。 

②「水道配水用ポリエチレン管の耐震設計の手引

き」に関する記載について 

他管種と同様、設計事例としては直管部のみの

計算過程が掲載されていますが、水道配水用ポリ

エチレン管の設計事例の最後には以下の文言が掲

載されています。 

なお、水道配水用ポリエチレン管が採用される

比較的小口径の管路には、異形管（曲管、T字管）、

給水分岐部、仕切弁等が多く含まれる。これら直

管部以外の耐震設計手法については。「水道配水用

ポリエチレン管の耐震設計の手引き」（水道配水用

ポリエチレン管の耐震性評価検討委員会）を参照

のこと。」 

都市ガスの分野では、日本ガス協会の高圧ガス

導管耐震設計指針において直管部分の耐震性評価

のみならず、地盤と管との境界に発生するすべり

に対して応力やひずみが集中する曲管や T字管を

含めた管路全体としての耐震性を評価しています。

これらの考え方を水道配水用ポリエチレン管に

も適用することを目的に、学識者や水道事業体の

方々に委員として参画いただき、議論を重ね発刊

しました「水道配水用ポリエチレン管の耐震設計

の手引き」においては、ポリエチレン管路に含ま

れる異形管（曲管、T字管）、給水分岐部、仕切弁

等の耐震設計手法を纏めております。耐震設計に

関してより踏み込んだ内容となっておりますので、

設計の際の参考になるものと考えています。 

３．管種・継手ごとの耐震適合性について

「Ⅱ参考資料編」には、管種・継手ごとの耐震

適合性が記載されています。内容は平成 19 年３

月に厚生労働省から発行された「平成 18 年度管

路の耐震化に関する検討会報告書」に記載された

管種毎の耐震適合性に関する見解を纏めたもので

あり、水道配水用ポリエチレン管は当時十分普及

していなかったことから「耐震性能が検証される

には未だ時間を要する」ことが強調されています。

但し、指針が発刊された 2022 年までには熊本地

震や北海道胆振東部地震などの大規模地震も経験

し、地震動による被害がなかったことが確認され

ていることから、今後最新の知見が指針に反映さ

れることを期待しています。 

（配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾊﾟｲﾌﾟｼｽﾃﾑ協会 大室 秀樹）

2022 年度に改訂された「水道

施設耐震工法指針・解説」の水

道配水用ポリエチレン管の記載

内容について教えてください 

各種手引き・研究成果等はこちら https://www.jwrc-net.or.jp/

（出典：水道技術ジャーナル2024年10月）


